
 

 

 

 

 

 

高１ CTP 合言葉は「クリシン！」 

クリティカル シンキング プログラム 
２０１8年４月１9日（木）6、7時限目に本校の武道場で高校１年生の第２回オリエンテーションが行われ

ました。「ＳＧＨのメリットを最大化し、デメリットを最小化する方策を提唱せよ」というミッションのもと、生徒たち

は、７人ないし８人のグループに分かれ初めての協働学習を行いました。ブレインストーミングのやり方は、今

後１年生が課題研究をしていく際に役に立つことでしょう。また、集めた情報を整理するときにＫＪ法が仕事

の能率を高め、方向性のヒントを与えてくれるでしょう。 

 

 

 

 

 

        佐高 ＳＧＨ通信 2018 
スーパー グローバル ハイスクール 

Ｎｏ．2（平成 30年 5月 1日発行） 

ベストポスター賞に選ば

れて、とてもうれしく思

った。最初は、８人という

大人数で、意見がまとま

るか不安なところもあっ

たが、話し合いをしてい

く中で、「自分の考えを口

に出して伝える」ことの

大切さが分かり、アイデ

アがたくさん出せて良か

った。このことは、これか

らの活動にも生かしてい

きたい。 

（１年１組 大嶋彩） 

進め方 

13:55-14:05 イントロダクション（１０分） 

14:05-14:25 ブレインストーミング（２０分） 

14:30-15:00  KJ法による整理と提言の作成（３０分） 

15:00-15:05  ポスター評価（5分） 

15:05-15:25  ポスターセッション（２０分） 

15:25-15:35  まとめ（１０分） 

ベストポスター賞① 
５班 メンバー 岡、大島、音川、

亀田、大塚、岡田、飯野、石川 

 

○メリット 

自分の進路、経験、学校の質、ス

キルアップ、交友関係 

●デメリット 

強制、他教科とのバランス、重圧、

一部の人のみ、認知度（低）、時

間 

 

★提言：まずは身近で興味のある

ことから始めてみる！！ 

メリット（双葉）を伸ばす！！ 

デメリット（雑草）を抜き取

る！！ 

生徒の意見を取り入れた改革が

必要＝「水」 



 

１０班 メンバー 

島田、嶋田、田上、

高木、杉本、鈴木、

上岡、神田 

 

○メリット 

国際的可能性、経

験、金銭（資金的

支援）、外見（Ｓ

ＧＨの宣伝力な

ど）、体験、環境 

●デメリット 

大変、時間、多忙 

 

 

★提言：デメリッ

トを推進力に変

え、世界へ飛び立

つことができる 
 

 

 

 

１８班 メンバー 

三枝、宮原、宮本、

本嶋、三ツ森、茂

木、初谷、坂内 

 

○メリット 

プレゼン力Ｕ

Ｐ、人として成

長、自信、海外と

のつながり 

●デメリット 

時間、大変、他の

教科への負担、

自我が強くなり

すぎる 

 

 

★提言：今がん

ばれば将来に花

が咲く 

 

 

 

 

 

 

 

 

他の班の提言 

・ＳＧＨは気持から 気持ち次第で虹がかかる！ 

・デメリットも見方を変えればメリットに！ 

・ドラえもんの秘密道具であるガリバートンネルのように、ＳＧＨの活動を通して、大きく成長する！！ 

・みんなで協力することで将来の自分への投資をする！ 

今日のグループではお互いに初

対面の人が多く、話しずらいと

ころもあったが、少しずつ意見

を出し合って、付箋にもあった

「コミュニケーション能力を高

める」こともできた。しかし、

うまく進まない時や黙ってしま

うこともあったので、反省点に

してこれから機会があったら積

極的に進めていこうと思った。

ＳＧＨの「メリット」「デメリ

ット」は、自分たちで出なかっ

たようなものも出ていた班がた

くさんあって、「質より量」の

ＫＪ法をこれからのプレゼンな

どに活用していこうと思った。

発表した班はとてもレベルが高

く、短時間でここまでまとめる

ことができるのはすごいなと思

ったので、マネできるとこはマ

ネして自分の糧にしていこうと

思った。 

（１年２組 関谷愛可） 

短時間で「ＳＧＨ」という大きな課題をまとめるというのは一人では

できないことだと思う。１つの意見を言うとそれについて沢山の人の

意見が返ってきて、まとめるのが大変なくらいだった。そして、まと

めるのに時間がかかったが、ポスター作成の際は、だれ一人休むこと

なく、自ら仕事を見つけて、５、６分で作成できた。その中でも、「雑

草」「双葉」「水」というストーリーを展開し、ベストポスター賞を

取ることができた。協力することの大切さ、楽しさ、また、改めて佐

野高生の良さを感じた。（１年３組 大塚萌絵） 

２０班のＳＧＨに対しての思

いがある中で、それぞれの班が

ポスターにうまくまとめてい

て、自分の班でも他のポスター

に負けないポスターができた

と思います。また、この活動を

通して、自分の意見を相手に伝

えることやほかのクラスの人

と話すことで、他の人の意見を

取り入れ、その意見を反映させ

た自分の意見をまた出すこと

ができたし、自分が考えないよ

うなことを考える人もいて、自

分にとってとても良い時間を

過ごすことができた。 

（１年４組 亀山拓未） 

ベストクウォンティティ賞 

（一番多く案を出した） 

ベストポスター賞② 

 

 


